
第 9 期 事業報告書

自　令和 7 年 4 月 1 日　至　令和 8 年 3 月 31 日

一般社団法人 日本コーフボール協会

Japan Korfball Association

第 9 回定時社員総会　第 1 号議案関連資料

令和 8 年 5 月 24 日　提出



目次
1. 代表理事による概況報告

2. 第 9 期の重点事項

3. 法人の概況

4. 役員・会員・加盟団体の状況

5. 事業活動の状況

6. 会議及びガバナンスの状況

7. 規程・管理体制の整備

8. 計算書類の取扱い

9. 期末後発事象及び第 10 期への継続事項

10. 結語



1. 代表理事による概況報告

第 9 期は、一般社団法人日本コーフボール協会（以下「当法人」という。）が、日本に

おけるコーフボール競技の統括団体としての機能を再整理し、国内競技、国際連携、日

本代表活動、会員向け説明責任を改めて整備した事業年度であった。

令和 7 年 5 月 31 日の社員総会において新たな理事及び監事を選任し、同年 6 月には主

たる事務所を神奈川県横浜市鶴見区へ移転した。あわせて、理事会のオンライン開催、

電子的招集及び電子決議に対応するための定款改正を行い、全国に分散する理事・関係

者が継続的に協会運営へ参加できる体制を整えた。

事業面では、国際コーフボール連盟（International Korfball Federation、以下「IKF」とい

う。）との連絡、国際大会への日本代表派遣、国内公式大会の開催、会員総会での活動

報告を中心に取り組んだ。特に、U21 カテゴリー、ビーチカテゴリー、シニアカテゴ

リーの国際大会に日本代表を派遣し、国内ではビーチコーフボールジャパンカップ 

JBGF ODAIBA 2025、ビーチコーフボール日本選手権、及び第 18 回コーフボール日本

選手権を実施した。

第 10 期においては、競技会・代表活動の継続に加え、会員管理、会費制度、情報公開、

決算承認手続の確実な運用を通じて、国内 NF（National Federation）としての信頼性を

高めていく。

令和 8 年 5 月 24 日

一般社団法人 日本コーフボール協会

代表理事　篠原　肇



2. 第 9 期の重点事項

区分 第 9 期の重点 主な実施内容

国際連携 IKF 及び地域連盟との関係

維持

IKF 公式大会への参加登

録、選手・スタッフ登録、

国際会議出席、競技規則・

用具情報の国内共有

日本代表 代表選手の選考・編成・派

遣

U21 AOKC、IKF Beach 

Korfball World Cup 
Oceania、IKF Korfball Asia 

Cup への派遣

国内競技 公式大会・ビーチ競技の実

施

お台場 2025、須磨ビーチ

日本選手権、奈良での第

18 回日本選手権を実施

会員説明 会員・加盟団体への活動報

告

令和 8 年 2 月 21 日に会員

総会を開催し、第 9 期中間

報告及び第 10 期方針を説

明

ガバナンス 法人運営体制の再整備 役員改選、主たる事務所移

転、定款改正、理事会のオ

ンライン運用

管理体制 会員管理・規程体系の見直

し

年会費制度の再設計準備、

会員管理 DB の整備、規程

体系の集約

第 9 期の事業報告は、当法人が主催、主管、派遣、認定、又は公式に関与した協会事業

を対象とする。加盟クラブが独自に実施した練習会、地域イベント、普及活動等は、本

報告書では個別の事業として記載しない。



3. 法人の概況

項目 内容

名称 一般社団法人日本コーフボール協会

英文名 Japan Korfball Association（略称：JKA）

主たる事務所 神奈川県横浜市鶴見区鶴見一丁目 4番 47

号

法人設立 平成 29 年 3 月 24 日

法人番号 3100-05-008076

公告方法 電子公告（http://korfball.jp/）

事業年度 毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで

設立目的 日本コーフボール界を代表する統括団体

として、競技の普及及び振興を図り、

コーフボールを通じて国民の心身の健全

な発展に寄与すること（定款第 3条）

当法人は、定款第 4条各号に掲げる事業のうち、第 9 期において特に、国内大会の開催、

日本代表の選考・編成・派遣、国際団体との連携、競技規則及び用具情報の提供、会

員・加盟団体への情報提供を重点的に実施した。



4. 役員・会員・加盟団体の状況

4-1. 役員の状況

令和 7 年 5 月 31 日開催の社員総会において、次の役員が選任され、同日付で就任した。

理事の任期は選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総

会の終結の時まで、監事の任期は選任後 4 年以内に終了する事業年度のうち最終のもの

に関する定時社員総会の終結の時までである。

役職 氏名

代表理事（会長） 篠原　肇

理事 竹崎　雄一

理事 信時　盛人

理事 大野　慶吾

理事 川邉　祐樹

理事 立花　すばる

理事 笹壁　和佳奈

理事 豊田　遼志郎

監事 飯田　祥明

役員報酬は無給とし、全役員が協会運営、国内大会、国際連携、代表活動その他の業務

に職務分担のうえ従事した。

4-2. 正会員（社員）

第 9 期末時点の正会員（一般法人法上の社員）数は 9名（理事 8名及び監事 1名）であ

る。

令和 7 年 5 月 31 日の社員総会において、新たな役員（理事及び監事）の選任に伴い、

正会員を追加した。第 9 期中に正会員 1名が会費滞納により定款第 8条第 4 号に基づき

資格を喪失したため、期末時点の正会員数は理事 8名及び監事 1名の計 9名となった。



4-3. 一般会員・賛助会員・加盟団体

第 9 期は、組織再建及び会員登録基盤の再整備を優先するため、個人会員の入会金及び

年会費を当期に限り無償とした。第 10 期以降は、会員管理 DB の運用、年会費制度の

段階的再導入、会員資格と大会参加資格の整理を進める。

加盟クラブについては、期末時点で 16 団体（活動中 13 団体、休止中 3 団体）を把握し

ている。本報告書では加盟クラブ別の活動実績は記載せず、当法人の統括団体としての

事業のみを報告対象とする。

地域区分 団体数

関東 6

中部 2

関西 3

中国・四国 2

休止中 3

合計 16



5. 事業活動の状況

5-1. 国際連携及び IKF 関連業務

当法人は、日本におけるコーフボールの統括団体として、IKF との連絡、国際大会参加

手続、競技規則・代表資格・登録書類に関する事務を行った。第 9 期における主な国際

連携業務は次のとおりである。

項目 実施内容

IKF 公式大会対応 大会案内の確認、参加可否の検討、登録

書類・同意書類の取りまとめ、参加費・

現地手配に関する連絡

国際会議 IKF World Congress & Urban Korfball 
Lisbon 2025 に代表者を派遣し、各国協会

及び IKF 関係者と意見交換を実施

競技規則対応 IKF 公式競技規則、ビーチコーフボール

規則、用具基準等を確認し、国内大会運

営へ反映

国際交流 アジア・オセアニア地域の協会、競技関

係者との情報交換及び競技交流を実施

IKF World Congress & Urban Korfball Lisbon 2025

項目 内容

開催地 ポルトガル・リスボン

期間 令和 7 年 10 月 14 日から 18 日

参加者 篠原 肇（代表理事）、足立 準

概要 IKF 総会及び関連行事に参加し、国際競

技動向、アーバンコーフボール、各国 NF

の運営状況について情報収集及び意見交

換を行った。



5-2. 日本代表事業

第 9 期は、U21、ビーチ、シニアカテゴリーにおいて日本代表を編成し、IKF 公式大会

へ派遣した。代表派遣にあたっては、選手・スタッフの登録、参加資格確認、同意書類

の取りまとめ、渡航・現地対応、国際連盟との連絡を当法人が担った。

大会 開催地・期間 対象 結果

IKF U21 Asia-
Oceania Korfball 
Championship 2025

中国／令和 7 年 7 月

30 日から 8 月 6 日

U21 日本代表 10位

IKF Beach Korfball 
World Cup 2025 
Oceania

オーストラリア・

アデレード／令和 7

年 11 月 8 日から 9

日

ビーチ日本代表 4位

IKF Korfball Asia 
Cup 2025

マレーシア・セラ

ンゴール／令和 7

年 12 月 9 日から 14

日

日本代表 4位

これらの派遣を通じて、国際大会における登録・資格確認・現地調整の実務を蓄積した。

また、選手・スタッフの安全管理、費用負担、代表選考、国際大会参加可否判断につい

て、第 10 期以降に向けた運用課題を整理した。

5-3. 国内公式大会及びビーチ競技事業

当法人は、国内の競技機会の整備及び日本代表活動への接続を目的として、次の国内事

業を実施した。

事業 開催日 会場 位置づけ

ビーチコーフボー

ルジャパンカップ 
JBGF ODAIBA 2025

令和 7 年 5 月 3 日か

ら 5 日

お台場海浜公園お

だいばビーチ（東

京都港区）

ビーチコーフボー

ル大会及び体験会

第 2 回ビーチコー 令和 7 年 10 月 4 日 須磨海岸（兵庫県 ビーチカテゴリー



事業 開催日 会場 位置づけ

フボール日本選手

権 兼 ミューラー

ジャパンカップ
2025

から 5 日 神戸市） の全国大会

第 18 回コーフボー

ル日本選手権

令和 8 年 2 月 21 日

から 22 日

ロートアリーナ奈

良（奈良県奈良

市）

インドアカテゴ

リーの全国大会

ビーチコーフボールジャパンカップ JBGF ODAIBA 2025

ジャパンビーチゲームズフェスティバルおだいば 2025 の一競技として、ビーチコーフ

ボール大会及び体験会を実施した。大会は 5 チームの参加により開催し、5 月 5 日には

一般来場者向けの体験会を行った。ビーチ競技を都市型ビーチスポーツイベント内で展

開したことにより、競技者以外の来場者に対する認知拡大、運営委員会形式による大会

運営、JBGF 関係者との連携体制を確認した。

第 2 回ビーチコーフボール日本選手権 兼 ミューラージャパンカップ 2025

須磨海岸において、6 チーム参加によりビーチカテゴリーの全国大会を開催した。本大

会は、国内ビーチ競技の競技水準確認、国際大会派遣に向けた競技経験の蓄積、ビーチ

コーフボールの大会運営基準の整理に資するものとなった。

項目 内容

開催日 令和 7 年 10 月 4 日から 5 日

会場 須磨海岸（兵庫県神戸市）

参加チーム数 6 チーム

ビーチ日本選手権優勝 湘南横浜 Shakers

ミューラージャパンカップ優勝 名古屋ウィローズ



第 18 回コーフボール日本選手権

ロートアリーナ奈良において、インドアカテゴリーの全国大会を開催した。過去最多と

なる 12 チームが参加し、国内最高峰大会として競技機会、審判運営、会員向け報告、

表彰、次期事業説明を同一会場で実施した。

項目 内容

開催日 令和 8 年 2 月 21 日から 22 日

会場 ロートアリーナ奈良

参加チーム数 12 チーム

優勝 奈良教育大学コーフボール部

男性最優秀選手 服部主備（奈良教育大学）

女性最優秀選手 鈴木和花（奈良教育大学）

5-4. 会員総会及び会員向け説明

令和 8 年 2 月 21 日、第 18 回コーフボール日本選手権の開催に合わせ、ロートアリーナ

奈良において会員総会（任意の活動報告会）を開催した。本会は、一般法人法上の社員

総会とは別に、会員及び加盟団体に対して当法人の活動状況を説明する機会として実施

したものである。

項目 内容

開催日 令和 8 年 2 月 21 日

会場 ロートアリーナ奈良

対象 会員、加盟団体、関係者

主な内容 第 9 期途中までの活動報告、国内大会及

び代表活動の説明、Japan Korfball Award 

2025、令和 8 年度事業方針の共有



5-5. 普及・広報・競技環境整備

協会事業として、競技規則、用具、広報、教育分野への情報提供を行った。個別クラブ

の独自事業は本報告書の対象外とし、当法人が直接関与した主な事項のみ記載する。

区分 主な内容

競技規則 IKF 競技規則及びビーチコーフボール規

則の確認、国内大会運営への反映

用具 ミカサ製 IKF 公式試合球の後継品情報

（K5-YBL）を確認し、国内向けに案内

広報 公式サイト及び SNS を通じた大会、代表

活動、会員向け情報の発信

教育・研究 学校体育・大学体育等への協力、競技普

及に関する調査研究・発表

関係団体 公益財団法人日本レクリエーション協会

への加盟団体登録



6. 会議及びガバナンスの状況

6-1. 社員総会

開催日 主な事項

令和 7 年 5 月 31 日 正会員の追加、役員選任、主たる事務所

の移転、定款の一部変更

令和 8 年 5 月 24 日 第 9 期事業報告承認の件（本総会）

6-2. 理事会

第 9 期中、理事会は原則として毎月 1 回開催し、合計 12 回開催した。主な議題は、国

内大会の開催準備、日本代表派遣、IKF 関連手続、規程整備、予算・会計状況、会員総

会、令和 8 年度事業方針等である。

第 9 期中にオンライン会議及び電子的な意思決定を活用する体制を整備したことにより、

全国に分散する理事が継続的に協会運営へ参加できる体制となった。



7. 規程・管理体制の整備

7-1. 主たる事務所の移転

令和 7 年 5 月 31 日の社員総会決議及び同日の理事会決議に基づき、令和 7 年 6 月 1 日付

で主たる事務所を埼玉県志木市から神奈川県横浜市鶴見区鶴見一丁目 4番 47 号へ移転

した。移転登記は同月 17 日に完了した。

7-2. 定款の一部変更

令和 7 年 5 月 31 日の社員総会において、主たる事務所の所在地変更に加え、理事会の

オンライン開催、電子的招集、電子決議、議事録の電子化及び署名簡素化に対応するた

めの定款変更を決議した。

7-3. 規程体系の見直し

第 9 期末から第 10 期初にかけて、定款、理事会運営規程、会員規程、競技規程、大会

規程、日本代表規程、財務規程、倫理規程、個人情報保護規程等の規程体系を見直した。

今後は、各規程に基づく実務運用、会員サイト上での情報提供、改定履歴管理を進める。



8. 計算書類の取扱い

第 9 期の計算書類（貸借対照表、損益計算書及び附属明細書）については、会計データ

の最終確認後、定款第 39条に基づき監事の監査及び理事会の承認を経たうえで、正会

員に対して別途承認を求める予定である。

本事業報告書では、第 9 期の事業活動の内容を報告対象とし、計算書類の金額は確定後

の計算書類及び監査報告書において報告する。



9. 期末後発事象及び第 10 期への継続事項

事業年度終了後、本総会開催日までに、又は第 10 期に向けて、次の事項が進行してい

る。これらの実績及び決算上の取扱いは、原則として第 10 期の事業報告及び計算書類

で整理する。

区分 内容

国際大会 IKF Beach Korfball World Cup Asia 2026
（タイ・バンコク／令和 8 年 5 月 2 日か

ら 3 日）へ日本代表を派遣

国内大会 ビーチコーフボールジャパンカップ 2026 

お台場（東京都港区／令和 8 年 5 月 4 日

から 5 日）を開催

第 10 期準備 JBGF千葉 2026 におけるビーチコーフ

ボール体験会及び千葉練習会（日本代表

練習会）の企画調整を開始

会員管理 会員 DB、監事閲覧権限、会員マイページ

等の運用改善を継続

計算書類 第 9 期計算書類の確定、監事監査、理事

会承認、正会員承認、電子公告の手続を

継続



10. 結語

第 9 期は、法人運営の再整備と、国内外の競技事業の再接続を同時に進めた一年であっ

た。IKF との関係維持、日本代表派遣、国内公式大会の開催、会員向け説明、規程整備

を通じて、当法人が日本におけるコーフボール競技の統括団体として果たすべき役割を

改めて確認した。

第 10 期においては、これらの実績を基礎として、会員管理、会費制度、代表選考、国

際派遣、国内大会運営、情報公開の各分野における運用をさらに明確化し、会員、加盟

団体、選手、指導者、関係団体から信頼される NF としての体制を強化していく。

以上をもって、第 9 期事業報告とする。

第 1 号議案　第 9 期（自 令和 7 年 4 月 1 日　至 令和 8 年 3 月 31 日）事業報告承認の件

本議案について、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

令和 8 年 5 月 24 日

一般社団法人 日本コーフボール協会

代表理事　篠原　肇
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